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　平成 28 年 7 月 23 日（土）に敷根火薬

製造所跡（霧島市）で現地説明会が開催

されました。昨年は，雨の中での開催で

したが，今年はきれいな夏空が広がり暑

い一日となりましたが，およそ 200 名の

見学者が訪れ担当者の説明に耳を傾けていました。

　
たき の かみ

滝之上火薬製造所（鹿児島市
いな り ちょう

稲荷町 ）の
ぶんきょく

分局として文久 3（1863）年に建設された敷根火薬製造所は，

薩摩藩の集成館事業の一環として設置され，他藩に
さき

先んじた近

代化の
ちゅうかく

中核をなすものと位置づけられます。

　
どうすい ろ

導水路により高橋川の水を引き込み，のべ 8 基（推定）の水

力動力を
 く  し

駆使して
いしうす

石臼を動かし，原料を
ふんさい

粉砕して年間 24 トンの

火薬を生産していたとされています。
はいはん ち けん

廃藩置県後の 1872（明

治 5）年には政府
かんかつ

管轄となり，明治 10（1877）年 3 月 10 日，西

南戦争において西郷軍への
だんやく ほ きゅうぶんだん

弾薬補給分断のため，政府軍によっ

て焼き払われます。

　製造所跡地は，その多くが水田となっていますが，当時のも

のと考えられる石垣があちこちに残っており，水車への導水路

の一部は，農業用水路として現在も活用されています。

　今年度の調査では，表紙写真にある水路跡が発見されています。

昨年度の調査で確認された導水路などと共に，施設の動力源として

利用されていた水の流れが少しずつ解明されつつあります。
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※絵図を基に推定復元したもの

　平成 28 年 11 月 25 日（金）から平成 29 年 3 月 20 日（月・祝）まで，上野原縄文の森で第 47 回企画

展「近代化の
いちよく

一翼を
にな

担った薩摩焼～その技術と伝統～」を開催します。

　
しま づ よしひろ

島津義弘の時代に始まる薩摩焼は，身近な日用品から大名家などに
ぞうとう

贈答・
けんじょう

献 上 された茶道具や器，

見事な
そうしょく

装飾が
ほどこ

施された
きんらん で

金襴手など県内各地で多様な発展を
 と

遂げました。また，薩摩焼の技術は幕末に，
しま づ なりあきら

島津斉彬 が取り組んだ
しゅうせいかん

集成館事業のなかで大きな役割を果たした
はんしゃ ろ

反射炉の
たい か れん が

耐火煉瓦作成にも
 い

活かされ

ました。その技術や 400 年を超える歴史・伝統を，伝世品や県内各地の発掘調査で得られた出土資料を
もと

基に紹介します。

　開催期間中に，粘土でオリジナルの焼き物を作るワークショップや外部講師による企画展講演会が各

1 回ずつ計画されています。日時や
くわ

詳しい内容については上野原縄文の森のホームページをご覧くださ

い。また，企画展記念ミュージアムグッズとして，ミニチュアの薩摩焼（黒じょか・白じょか）を販売

します。

　
けいおう

慶応 4（1867) 年に，パリ万国博覧会に出品されてから世界に認められた薩摩焼。その歴史を
たんのう

堪能で

きる絶好の機会ですので，ぜひ上野原縄文の森まで足をお運びください。

平成 28 年 11 月 25 日（金）から平成 29 年 3

※第46回企画展の様子※第46回企画展の様子※第46回企画展の様子

　埋蔵文化財センターでは「インターンシップ」を 8月に実施

し，高校生と大学生のそれぞれ 1 名が参加しました。これは，

県教育委員会の「未来を
ひら

拓くキャリア教育推進事業」の一つと

して，今年度も県内 84 事業所で７・８月を中心に実施されて

います。当センターでは，日常進められているいろいろな業務

を実際に取り組んでいきました。センター内での整理作業として土器の水洗いや
せつごう

接合，
ちゅう き

注 記，
たくほん

拓本だけ

ではなく，
 き  さ  き ばる

木佐木原遺跡での発掘調査にも
えんてん か

炎天下の中，終日
たずさ

携 わりました。また，情報処理室や図書室，

分析室など南の縄文調査室の業務についても職員と一緒に進めました。初めて行うことばかりで
 と まど

戸惑うこ

とも多かったようですが，次第に
 な

慣れてきて時間を忘れるほど一生懸命取り組んでいました。この 3日間

で体験したことは，今後の学校生活や進路選択などにきっと役立つことでしょう。

　また，学校の先生方を対象とした「フレッシュ研修」「パワーアップ研修」と，市町

村教育委員会の職員の方々を対象とした「埋蔵文化財専門職員養成講座（初級・中級）」

が７・８月に行われました。鹿児島の文化や遺跡に関する講義やセンター内での整理

作業，発掘調査中の遺跡での実習など
 た  き

多岐にわたる体験を通して，これからの授業や

業務に生かせる知識やヒント等を見つけられたのではないかと思います。



　昨年度，発掘調査が行われた，県立

埋蔵文化財センターと (公財 )埋蔵

文化財調査センターの発掘調査成果

の一部を紹介します。

県立埋蔵文化財センターの発掘調査…

（公財）鹿児島県文化振興財団

埋蔵文化財調査センターの発掘調査
…
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　国分高校グラウンドにおいて、6 月に確認調査を行いま

した。確認調査とは、昔の人々が使った遺物や遺構の
 う  む

有無

を確かめるため，２×３ｍほどのトレンチと呼ばれる
あな

坑を

複数設定して調査するものです。その中の１つのトレンチ

より，古墳時代の
なりかわ

成川式土器が出土しました。

　国分高校と国分小学校の敷地は，江戸時代初め頃に造られた
まいづるじょう

舞鶴城の

跡地ですが，古墳時代にも活用されていたことがわかりました。

　また，小学校に一番近い場所に設定し

たトレンチより，江戸時代終わり頃～明

治時代にかけてと思われる
 ど こう ぼ

土坑墓が検出

されました。隣の国分小学校グラウンドは昔墓地だったという言い伝え

があったそうですが、それを
うら づ

裏付ける資料となりました。

　来年度は本調査予定で、さらにたくさんの情報が得られることが期待

されます。

～
もと  お さと

本御内遺跡 ( 霧島市 ) ～

国分高校のルーツを探る !?

集中して発見された土器集中して発見された土器

土坑墓の底土坑墓の底

見学中の小学生見学中の小学生

集中して発見された土器

土坑墓の底

見学中の小学生

　8 月 5 日（金）と 18 日（木）の２回，
あい ら  し かも うちょう

姶良市蒲生町 の

木佐木原遺跡で，姶良市歴史民俗資料館主催の遺跡発掘体

験が行なわれ，姶良市内の小学生約 36 名が参加し

ました。

　作業員さんと一緒になって，汗をかきながら発掘

作業を行っていると，「うわ～！本物の土器が出て

きた！」と
かんせい

歓声があちこちであがり，土器を手にし

た子供たちは，「きれいな
 も よう

模様がたくさんはいって

いるんだね。すご～い。」と目をキラキラと
かがや

輝かせ

ていました。「家に持って帰りたい」「まだ掘りたい」

などの声もあがり，小学生にとって思い出に残る一

日になったことと思います。

～
  き   さ   き  ばる

木佐木原遺跡 ( 姶良市 ) ～

掘って、 見て、 触れて、 感動いっぱいの発掘体験！

土器の種類を教わっています土器の種類を教わっています

丁寧に掘り出します丁寧に掘り出します

作業員さんに教わっています作業員さんに教わっています

土器の種類を教わっています

丁寧に掘り出します

作業員さんに教わっています

　高野木遺跡は ,川内川右岸に位置する細長く伸びる標高約５mの自然堤防上に立地してい

ます。現在の地表面から約２m 下から , 昔の畑の
うね

畝の跡が発見されました。この畑跡は川

内川に平行するように東西方向に走っ

ていました。畑跡の時期については，

周辺から遺物が出土していないため，

残念ながら不明です。

～
たか の    き

高野木遺跡 ( 薩摩川内市 ) ～

どんな作物を育てていたのでしょう？

畝跡の調査中畝跡の調査中畑の畝跡畑の畝跡 畝跡の調査中畑の畝跡

　小牧古墳群では，現在，縄文時代早期と中世～近世・近代の遺構・

遺物が発見されています。

　縄文時代早期については，
しゅうせき

集石，
 ど こう

土坑などの遺構や， 土器や
せきぞく

石鏃，
れき き

礫器などの

遺物が発見されています。

　中世～近世・近代については，大溝と
 ふ

踏み
かた

固められて硬くしまった面（
おびじょうこう か

帯状硬化

面）が発見されました。特に，大溝はその
まい ど

埋土の

中に，桜島起源の火山灰である P1 と P2 が確認さ

れています。P1は埋土の中位で認められるもので，

大正３（1914）年のものです。P2 は埋土のもっと

も下で確認されるもので，
あんえい

安永８（1779）年のも

のです。あわせて，底面には
いく え

幾重にも重なった帯

状硬化面が確認されており，人々が往来する「道」

であったことがわかります。このことから，少なくとも江戸時代後期の頃には，この大溝は「道」とし

て使われていたことが明らかとなりました。

　また，この大溝は明治時代の地図にも
 き さい

記載されている公道であったよ

うで，小牧１号古墳が発見される
けい き

契機となった昭和 57（1982）年のシラ

ス
くっさく

掘削工事でその延長が切られていることから，その段階で役目を終え

たとみられます。

　現在は，切り立ったシラス台地の上に存在するこの大溝ですが，もと

もとは周囲の湿地を
 さ 

避けて，安楽川と平城集落とを結ぶゆるやかな傾斜

の台地を通る「道」だったようです。それが，
たびかさ

度重なるシラス採取や開

発などによって分断されてその役目を終えたようです。

～
 こ  まき  こ ふんぐん

小牧古墳群( 志布志市 ) ～

明治時代も使われた大溝

上空から見た調査区上空から見た調査区

長く続く大溝長く続く大溝

上空から見た調査区

長く続く大溝

P1（桜島大正火山灰）P1（桜島大正火山灰）

P2（桜島安永火山灰）かP2（桜島安永火山灰）か

かくらん ど かくらん ど 

撹乱土撹乱土

P1（桜島大正火山灰）

P2（桜島安永火山灰）か

かくらん ど 

撹乱土

　見帰遺跡では，時期や用途が不明の大きな溝や縄文時代中期，縄文時代早期，旧石器時

代の遺構や遺物が出土しました。

　見帰遺跡は，平成 25 年度にも鹿児島県立埋蔵文化財センターが発掘調査を行っており，今回は，その

すぐ隣を発掘調査しています。2 回の発掘調査成果から，起伏の大きな地形を利用して縄文時代や旧石器

時代の人々が生活していたことが分かりました。

　また，平成 25 年度と今回の調査は，出土した遺構や遺物を正確に並べられるように同じ基準線でつくっ

た調査グリッド（1辺が 10ｍの四角形を並べたもの）で行っています。

～
  み かえり

見帰 遺跡 ( 志布志市 ) ～

道？堀？用途不明の溝

発見された溝発見された溝 落とし穴と思われる土坑落とし穴と思われる土坑 調査中の土坑調査中の土坑発見された溝 落とし穴と思われる土坑 調査中の土坑



  当センターの見学は，土曜・日曜・祝日・年末年始を

除き，毎日午前９時～午後５時まで，入館料は無料です。

　なお，当センターのホームページは，鹿児島県教育委員会（http://www.pref.kagoshima.jp/kyoiku/）

または，上野原縄文の森(http://www.jomon-no-mori.jp)からお入りください。
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　東九州自動車道の建設に伴う発掘調査を

行っている
 こ まき

小牧遺跡（鹿屋市）で，9月 17日

に現地説明会が開催されました。

　当日は，天気にも恵まれ 200 名を超す見

学者が訪れ，興味深げに説明を聞いたり，遺

物に見入ったりして，充実した時間を過ごしました。

　昨年度，開催された現地説明会では縄文時代早期（約 10,000 ～ 7,300 年

前），縄文時代後期（約 4,000 年前），古墳時代（約 1,600 年前）の遺構や遺

物を紹介しましたが，　今年度は中世（約 600 年前）の集落跡を中心に，縄

文時代の生活跡の様子などを見学することができました。

　中世の調査区では，規則正しく並んだ数多くの
ちゅうけつ

柱 穴が発見されており，

それを色分けした線でつないで建物の配置をわかりやすく示してありまし

た。中には，
のき

軒をもっていた建物と思われる

ものや，斜めに重なった状態の柱穴の並びも

あり，建て替えが行われていたことがわかり

ます。これらのことから，この場所で長期間，

人々の生活が
いとな

営まれていたと思われますが，見

学者もどのような目的でこの場所に建てら

れたのか一段と興味が
 
わ

湧いてきていたようで

す。

　縄文時代後期の調査区では，
いしざら

石皿や
すりいし

磨石,
しゅうせき い こう

集 石遺構の他に，いろいろな種類の
もんよう

文様の

土器等がまとまって出土している様子が見ら

れました。土器片の一つひとつにも個性があ

り，それらを見比べていくと時間があっとい

う間に過ぎていきました。

出土品の展示出土品の展示

竪穴住居跡の説明竪穴住居跡の説明

竪穴建物跡の説明竪穴建物跡の説明

柱穴の様子柱穴の様子 土器片土器片 磨石磨石 集石遺構の説明集石遺構の説明

色分けされた柱穴群色分けされた柱穴群

柱穴の調査の様子柱穴の調査の様子

出土品の展示

竪穴住居跡の説明

竪穴建物跡の説明

柱穴の様子 土器片 磨石 集石遺構の説明

色分けされた柱穴群

柱穴の調査の様子
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